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論 文 内 容 の 要 旨

【目的】

多血性肝細胞癌の診断のためには、動脈相の早期濃染をとらえることが最 も重要であり、多血性肝細胞癌の

描出診断は、腫瘍/肝 実質コントラスト(tumorlivercontrast;TLC)が 最大 になる動脈相の撮像 タイミング

が最も重要である。 しかしなが ら、CTを 用いた肝細胞癌の描 出に最適な撮像 タイミングはいまだ完全に明 らか

になっていない。本研究の目的は、動脈相 の最適なタイミングを明らかにすることである。

【方法】

多血性肝細胞癌患者25症 例43結 節を対象に、64列 マルチスライスCTを 用いた高速多相撮像(volume

helicalshuttle;VHS)に よる肝 ダイナ ミック撮 像 を行 っ た.撮 像 プ ロ トコー ル は、 ヨー ド系 造 影 剤

(600mgI/kg)を 注入 時間一定(30秒)で 静脈内投与し、bolustracking法 を利用 して造影剤が肝臓 レベル

の腹部大動脈に到達 してから6秒 後 より全肝 を2秒 撮像で、計12相 撮像 した。得 られた12相 の動脈相画像

における大動脈、 門脈、肝実質、肝細胞癌 についてそれぞれのCT値 を計測し、timedensitycurveを 作成

することで、造影剤到達から多血性肝細胞癌 と肝実質のコントラストが最も高くなるタイミング、すなわちTLC

が最大 となる時間とその最大値を計測 した。

【結果】

TLCは 大動脈への造影剤到達から約21秒 後に最大となり、35.6Houns丘eldunitで あった。

【考察】

TLCの 最大値は大動脈 に造影剤が到達 してから約21秒 後で得られるが、TLCは4～11相 目(約13～27

秒後)に て全例の肝細胞癌が肝実質よりも高吸収であり、腫瘍の動脈濃 染を捉 えられる時間が比較 的長いとい

うことも判明した。この知見か ら、肝ダイナミックCT検 査 における、最適 な動脈相撮像タイミングには、ある

程度の時間的な幅があると考えられた。

【結謝

多血性肝細胞癌を診断する際には、動脈相 における早期濃染 を最適な条件下で撮像 することが重要であり、

そのタイミングとして大動脈への造影剤到達 後21秒 で撮像するのが肝要 と考えられた。
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1.大 動脈濃染ピークを示すのは、大動脈に造影剤が到達してから21秒

後である。

2・ 門脈、肝実質は動脈相では直線的に造影されていき、多血性肝細胞癌

も早期動脈相では直線的に造影され、後期動脈相にかけて造影効果はプラ

トーとなる。

3・TLCは 大動脈に造影剤が到達してから21秒 後に最大値(35.6HU)

を示すが、約14秒 間と比較的長い時間高値を示す。

これらのことにより、香川は以下のような考察に至っている。動脈相の

TLCの 最大値(35.6HU)は 造影剤到達から約21秒 後で得られるがTLC

は4～11相 目(約13～27秒 後)に て肝細胞癌の全例が肝実質よりも高吸

収であり,腫瘍の動脈濃染を捉えられる時間は比較的長い.こ の知見から,

肝ダイナミックCT検 査における,最 適な動脈相撮像タイミングには,造

影剤が腹部大動脈に到達21秒 後を中心に撮像するのが肝要であるが、あ

る程度の時間的な余裕(比 較的広いdianosticwindow)が ある

この研究成果は、肝細胞癌描出におけるダイナミックCT動 脈相の撮像

タイミングを明らかにしたものであり、日常臨床に大きく貢献するものと

考える。
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